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10月～11月のイベント(協会主催・後援、加盟団体主催等)

※協会主催・後援、協会加盟団体の催しを中心に掲載しています。その他の催しは八丈島文化協会サイト内の「八丈

島イベントカレンダー」をご参照ください。コロナの状況によっては、中止や変更があるかもしれません。

〇之津帆の会公演

１０月１6日（日）１3：００～１5：００ おじゃれホールにて

〇文化フェスティバル（舞台部門）

１０月１０日（月）１０：００～１７：００ おじゃれホールにて

１部１０：００～、２部１３：００～、３部１５：１０～ 入場料５００円

〇文化フェスティバル（作品展部門）

１０月２２日（土）、２３日（日）９：００～１７：００ 無料

展示はギャラリーと商工会研修室、ワークショップあり

〇１１月６日（日） １４：００～ おじゃれホール

あびの実公演「TAP DO！のタップダンス・パフォーマンス」

（子ども招待公演）

八丈太鼓よされ会では、ゆったりした島の暮らしにあった太鼓の演奏を心がけております。

楽しいから叩く、仲間と叩きたいから、いつもそこに集まる。誰でも楽しく叩けて、楽しさを満喫

できる、この八丈島の余興の太鼓スタイルとともに、楽しい空間を皆さんに伝えていきたいと思いま

す。

現在、八丈島の「八丈よされ会」、東京都練馬区の支部「東京よされ会」の２つの会で活動してい

ます。島内及び島外の太鼓教室やイベント等に参加し、子供への継承活動から和太鼓好きな方へ

八丈太鼓を通じて八丈島を紹介しています。

宴会の余興として叩かれてきた即興スタイルの八丈太鼓を継承し、練習しております。

決まりごとや形が無く自然体のまま叩く太鼓、リラックスして叩く太鼓を心がけています。

私たちの自由で個性豊かなスタイルは、他の太鼓団体との交流にも良く、島を訪れる島外の方々

を受入れています。

毎年、秋に行われている「24時間チャレンジ八丈太鼓」は、よされ会のメンバー、その他、太鼓好

きがたくさん集まるイベントです。ウェブ配信により、世界の太鼓好きが参加します。

皆さんの参加をお待ちしております。

八丈島本部 よされ会事務所

〒100-1401 東京都八丈島八丈町

大賀郷1422-1

Hp http://yosare.pupu.jp/

090-4607-0465 （奥 山 善 男）

hachijodaiko@gmail.com

東京支部 東京よされ会事務所

〒177-0045 東京都練馬区石神

井台7-22-8

Hp http://yosare.pupu.jp/

090-6152-1704  （大越肇）
okoshi@yosarekai.com

会員紹介 八丈太鼓よされ会

新型コロナウイルス感染症の影響で一昨年は実施を見送り、昨年度は作品展部門のみの開催となり、

今年も開催可否の判断が難しい状況は続いておりますが、時期をずらし、感染症対策を徹底して、第33

回八丈島文化フェスティバルを実施することに致しました。

今回はコロナ禍での開催となるため、協賛広告料はいただかず、舞台部門来場者の皆様に開催費用の

一部をご協力いただくことになりました。ご理解くださいますようお願いいたします。

第33回八丈島文化フェスティバル

八丈島文化フェスティバル

舞台部門13団体が出演

作品展部門は７団体と11人が出展

今年は10月に開催！！

【舞台部門】

●10月10日（月・祝）多目的ホール「おじゃれ」

賛助金（入場料）500円 ※高校生以下無料

【作品展部門】

●10月22日（土）23日（日）町民ギャラリー

入場無料
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八丈島自然っ子クラブ

2022八丈小島上陸体験事業
今年の八丈島自然っ子クラブは、八丈小島上陸体験事業を7月23日（土）に実施しました。

観測史上最速の6月梅雨明けとなった今年、3年ぶりに行動制限の無い夏ということもあり80名に迫る大勢の

参加申し込みをいただきましたが、７月中旬頃からコロナ第７波による島内での感染拡大が始まってしまい、直

前に参加辞退の連絡が相次ぐことに。

当日の朝8時、何人来てくれるのかハラハラする中で、それでも総勢53人が元気に八重根漁港に集合し、渡

船2隻に分乗して小島を目指しました。朝のうちは海上の風とうねりが強く、激しくゆれる渡船で船酔いに苦労し

ましたが、何とか北部の鳥打地区に上陸。

スタッフがベースキャンプを設営している間、53年前に無人島になってしまった八丈小島の話を聞きながら、

すぐ近くにあるクロアシアホウドリの繁殖地周辺を散策しました。鳥たちは先月巣立ってしまったようですが、巣

の跡に残された羽毛を手に取り、飛び立つための助走路で両手を大きく広げてみるなど興味津々でした。

続いては海遊びのプログラム。子ども達は歓声とともに岩場から次々飛び込みます。風がおさまり穏やかに

なった入江にシーカヤックやサップボードも登場。透明度の高い美しい海を堪能しました。

お昼には、スタッフが獲ってきたフグをたっぷり使ったフグ汁が登場。最近はなかなかお目にかかれなくなっ

た郷土の味は、とても美味しいと好評でした。午後は迎えの渡船が来るまで思う存分海遊びを楽しんで、夏の

無人島を満喫しました。

この事業には、八丈島文化協会から助成金を出していただき、多くの子ども達と小島に渡って貴重な体験を

することができました。ご協力いただいた皆様に深く感謝いたします。また来年も続けたいと思っています。あり

がとうございました。

-アンコールの拍手鳴りやまぬ-

JAZZフェスティバル ８/18

八丈島JAZZフェスティバル2022は、新型コロナウイルス感染防止対策を徹底したうえで、無事に開催

することができました。まだまだ予断を許されないコロナ禍ではありますが、子どもたちの活躍の場を確保

すべく、開催に際しご理解、ご協力を賜りました関係者の皆様をはじめ269名の来場者の皆様に、この紙

面をお借りしまして心より感謝申し上げます。ありがとうございました。

３年ぶりにホール開催となった今年は、記念すべき第一回目のゲストであり、昨年の４月に急逝された

和泉宏隆(ピアニスト)さんの追悼コンサートでもありました。演奏した曲の大半は、和泉さんが残された名

曲で、子供たちと共演（競演）してくださったゲストは、音楽業界の第一線で活躍し、かつ和泉さんと所縁

のある方々です。

須藤 満さんが奏でるエレキベースの音色に感激し、涙を流す中学生。サックスの太田 剣さんに自ら積

極的に質問をする小学生。トランペットの山崎千裕さんと、目を合わせながら嬉しそうに演奏をする高校生。

参加してくれた子どもたちの笑顔が目に焼きついています。

全ての演目を終え、出演者が退場した後も、アンコールの手拍子が鳴り続けました。急遽ゲスト３人によ

る即興演奏が繰り広げられました。まさにジャズの醍醐味。真骨頂ともいえるシーンを目の当たりにしまし

た。

子どもたちを型にはめるのではなく、自分らしさを自由に表現し、お互いの個性を尊重しながら融合した

ときの楽しさが伝わっていたら嬉しいです。

八丈島JAZZフェスティバル実行委員会

委員長 小 泉 雅 一

子ども招待公演<あびの実 >

「あびの実」１００回記念公演 「スペシャル･パーティータイム♪」

１１月６日(日) おじゃれホールにて午後２時開演

スーパーエンターテイメントユニット「TAP DO！」による

最高のパフーオマンスをお届けします。

タップダンスにジャグリング、爆笑の新カップ物語、

人形パフォーマンスにお客様参加型コント････

その楽しさ、おもしろさは古い会員なら９年前に経験済み、

だけど、今回は、「あびの実」１００回記念公演、

おまけに小中高校生無料ご招待、

力の入れようが違ってます！！

当日、おじゃれホールを爆笑の渦で満たしましょう。

撮影：沖山あさひ(CJP・OG)


